
主 な 内 容主 な 内 容主 な 内 容

◎第25回トライアスロン
中島大会 ……12面

◆移動図書館「つばき号」
巡回日程表…………5面 

◆市民ガイド……6～10面 

◆しまはく秋フェスタ
in 興居島…………11面 

◆NHKのど自慢出場者・観覧
者募集 ……………11面

松
山
分
水
の
可
能
性

関
係
４
者
で
協
議

愛
媛
県
・
西
条
市

新
居
浜
市
・
松
山
市

愛
媛
県
・
西
条
市

新
居
浜
市
・
松
山
市

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
資
源

担
当
部
長
付
☎
948
６
８
７
６
・

934
１
８
８
６
へ

　

本
市
で
は
、
平
成
１７
年
１２
月
の

「
黒
瀬
ダ
ム
未
利
用
水
か
ら
の
松

山
分
水
」
を
最
優
先
と
す
る
市
議

会
の
決
議
を
受
け
、
西
条
市
お
よ

び
愛
媛
県
に
分
水
へ
の
協
力
要
請

を
行
う
な
ど
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

繰
り
返
し
粘
り
強
く
お
願
い
を

続
け
る
中
、
１９
年
５
月
か
ら
は
西

条
市
、
新
居
浜
市
お
よ
び
本
市
の

３
市
間
で
、
水
事
情
な
ど
の
相
互

理
解
を
図
る
た
め
の
意
見
交
換
会

が
設
け
ら
れ
、
互
い
の
水
資
源
開

発
に
関
す
る
取
り
組
み
の
歴
史
を

こ
れ
ま
で
の
経
緯

は
じ
め
、
２０
年
３
月
ま
で
に
延
べ

６
回
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
生
活

用
水
を「
う
ち
ぬ
き
」に
代
表
さ
れ

る
地
下
水
で
賄
う
西
条
市
の
理
解

は
得
ら
れ
ず
、そ
れ
以
降
、協
議
は

開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
民
か
ら
の
声

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
１９
年

か
ら
３
年
続
け
て
渇
水
に
見
舞
わ

れ
た
本
市
に
、
新
規
水
源
開
発
の

早
期
解
決
を
願
う
３２
万
人
に
も
上

る
市
民
の
署
名
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
市
議
会
に
お
い

て
も
、
本
年
４
月
の
改
選

後
、
初
め
て
と
な
る
６
月

定
例
会
に
お
い
て
、
西
条

市
の
水
を
守
る
本
市
の

姿
勢
を
明
確
化
す
る
新

し
い
提
案
を
求
め
る
質

疑
が
な
さ
れ
、
そ
の
緊
急

性
を
考
慮
し
た
本
市
は
、

続
く
７
月
に
臨
時
会
を
招
集
し
、

新
し
い
提
案
を
具
現
化
す
る
条
例

改
正
案
と
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

条
例
改
正
な
ど
を
受
け
新
し
い

提
案
が
可
能
と
な
っ
た
本
市
で

は
、８
月
上
旬
、市
長
と
議
長
が
西

条
市
お
よ
び
愛
媛
県
を
続
け
て
訪

問
し
、
松
山
分
水
の
可
能
性
を
検

討
す
る
協
議
会
の
設
置
を
要
望
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
加
茂
川
の
河
川

管
理
者
で
水
資
源
の
広
域
調
整
を

担
う
愛
媛
県
も
、
知
事
が
西
条
市

を
訪
問
。協
議
会
の
設
置
に
関
し

協
力
を
要
請
し
「
水
問
題
に
関
す

る
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

協
議
会
の
設
置
へ

　本市では、これまで黒瀬ダムがある西条市のご理解をい
ただくため、分水ありきではなく西条市の水を守ることを第
一義として、河川管理者である愛媛県を交えた中で、客観
的なデータに基づいた協議が行える場を設置していただく
ようお願いをしてまいりました。
　しかしながら、西条市の皆さまは「協議会の設置＝分水
の実現」と考えられ、地下水への影響が生じるのではとの
不安につながっているのではないかと感じています。
　一方で私は、本年3月に頂いた32万人を超える署名とい
う、松山市民の熱い思いを形として表していくための取り組
みを進める中、6月3日、田坂市議会議長と西条市を訪問し
た際「市議会で新しい提案があれば、再度、話を聞いてい
ただきたい」とお願いをいたしました。折しも、先の松山市
議会6月定例会において「加茂川流域の渇水時における地
元を最優先とする渇水調整」や「黒瀬ダム上流域における
水源かん養林整備」などの提案がありましたことから、西条
市に新たな提案をする時期は今しかないと、7月23日開催の
臨時会に「松山市水源の森基金条例の一部改正案」など
を提案し、ご承認いただいたものであります。
　私は、この議決も踏まえ、田坂議長と共に、去る8月9日に
西条市長及び同市議会議長を訪ね、分水の可能性を話し合
うための協議会を、河川管理者である愛媛県を交えて設置
していただくようお願いをいたしました。また、8月11日には
愛媛県知事及び同県議会議長にも同様に協議会の設置に
向けた要望をいたしました。その結果、西条市長から分水に
限らず、加茂川の水利用全般を話し合う協議会の設置に応
じる旨の発言がございました。
　私は、これまでも協議会の設置が分水ありきではないと
繰り返し申し上げておりますが、西条市の水を守ることを前
提に加茂川の水資源の活用策などについて、冷静な話し合
いの場を持てるということは大変ありがたく、あらためて愛
媛県知事をはじめ、西条市や新居浜市の関係者の皆さまに
感謝を申し上げます。

水問題に関する協議会の設置へ水問題に関する協議会の設置へ

「協議会の設置について」ご報告
　　　　　　　　　　　　　　  松山市長　中村　時広

分水問題の協議を求め西条市を訪問（8月9日）

署名を中村市長に手渡す
「第3の水源の確保を求める市民の会」（3月31日）

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
「
黒
瀬
ダ
ム
未
利
用
水
か
ら
の
松
山
分
水
」
を
新

規
水
源
開
発
の
最
優
先
の
方
策
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
加

茂
川
の
河
川
管
理
者
で
あ
る
愛
媛
県
、
黒
瀬
ダ
ム
が
あ
る
西

条
市
、
工
水
の
受
益
地
で
あ
る
新
居
浜
市
と
本
市
の
４
者
間

で
、
加
茂
川
の
水
資
源
の
活
用
策
全
般
を
話
し
合
う
「
水
問

題
に
関
す
る
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
新
規
水
源
開
発
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。（
２
面
に
関
連
記
事
）

県知事に協議会の設置を要望（8月11日）
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か
ま
た
　
お
役
に
立
ち
ま
す

⑴

松山市コールセンター（8 〜 21時・年中無休）  ☎946-4894・ 947-4894・ 4894call@city.matsuyama.ehime.jp
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